
日
刊
工
業
新
聞
 
 

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
・
シ
ス
テ
 
 

ム
は
4
月
、
碍
同
県
大
牟
田
 
 

市
の
大
牟
田
エ
コ
タ
ウ
ン
で
 
 

使
用
済
み
紙
ぉ
む
つ
の
リ
サ
 
 

イ
ク
ル
エ
望
遠
栢
稼
働
憲
 
 

せ
た
。
帯
同
大
学
工
学
部
の
 
 

松
藤
庸
司
教
僅
の
桝
粥
成
果
 
 

を
宿
用
し
、
監
撰
機
関
か
ら
 
 

集
め
た
使
用
済
み
紙
お
む
つ
 
 

を
パ
ル
プ
や
土
塀
改
良
材
と
 
 

し
て
再
鞘
紺
化
す
る
。
 
 
 

苗
輔
化
の
進
展
で
紙
ぉ
む
 
 

つ
の
謂
要
は
相
し
て
お
り
、
 
 

国
内
だ
け
で
年
間
脚
倍
校
が
 
 

消
費
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
 
 

た
だ
罪
際
に
摺
物
で
汚
れ
た
 
 

個
所
は
、
紙
お
む
つ
の
一
部
 
 

分
で
「
無
眠
が
多
い
」
 
（
轟
 
 

武
志
吐
出
〕
。
ま
た
使
用
防
 
 

み
紙
お
む
つ
の
多
く
は
統
制
 
 

処
分
さ
れ
て
い
る
。
医
椚
闇
 
 

運
郡
英
に
椚
わ
っ
て
い
た
長
 
 

社
頗
は
耕
林
供
託
や
ゴ
ミ
減
 
 

策
の
観
点
か
ら
、
紙
ぉ
む
つ
 
 

を
楯
型
月
ぺ
曽
だ
と
学
兄
、
 
 

使用済み  
紙おむつ  

填
化
カ
ル
シ
ウ
ム
で
高
分
子
分
解
 
 

ぜ
l
レ
 
ノ
 
ー
ノ
 
 

に
移
肋
し
、
乾
燥
し
て
紐
状
 
 

に
な
る
こ
と
を
発
Ⅲ
。
さ
ら
 
 

に
試
行
錯
誤
社
印
ね
、
安
尭
 
 

で
安
澗
な
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
 
 

松
藤
教
授
に
相
談
し
た
。
 
 
 

使
用
折
み
紙
ぉ
む
つ
を
門
 
 

生
す
る
に
は
、
排
せ
つ
物
の
 
 

水
分
を
岨
順
す
負
目
分
子
の
 
 

分
解
が
牒
個
だ
。
松
藤
放
担
 
 

は
研
配
を
渥
め
て
い
く
中
 
 

で
、
水
分
を
醤
ん
だ
両
分
手
 
 

の
顛
而
に
塩
分
を
与
え
る
と
 
 

市
分
子
内
部
の
水
分
が
詩
耐
 
 

頑ミニ止＜、  
プ
蔑
ど
に
再
資
源
化
 
 

訝  
平
成
1
7
年
日
月
2
日
（
火
）
 
 

′′ ず∃㌣  
′＝ －■■  一■■  

■・■  
⊥＝‾」   

＼で・′‘′      ヽ．；■   

長武志社長  

汚
泥
、
両
分
軍
が
分
明
こ
 
 

の
中
か
ら
パ
ル
プ
奄
抽
出
し
 
 

洗
浄
・
脱
水
工
程
な
ど
を
描
 
 

て
、
紙
お
む
つ
用
パ
ル
プ
と
 
 

し
て
市
田
緑
化
す
る
。
パ
ル
 
 

プ
以
外
の
も
の
は
土
偶
改
良
 
 

材
と
し
て
再
利
用
す
る
。
 
 
 

プ
ラ
ン
ト
の
能
力
は
日
印
 
 

2
0
′
（
紙
お
む
つ
換
印
で
約
 
 

1
0
万
椴
〕
で
、
約
5
0
％
の
稜
 
 

を
用
い
て
高
分
子
を
分
析
す
 
 

る
技
術
を
和
一
此
し
た
。
 
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
 
 

は
、
ま
ず
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
 
 

水
溶
慨
を
入
れ
た
巨
大
な
ミ
 
 

キ
サ
ー
に
使
用
析
み
紙
お
む
 
 

つ
を
投
入
す
る
。
ぉ
む
つ
を
 
 

ミ
キ
サ
ー
で
槻
印
す
る
と
、
 
 

徐
々
に
不
相
和
、
パ
ル
プ
、
 
 

働
鞘
で
抹
茶
し
て
い
る
。
今
 
 

後
は
株
主
の
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
 
 

ム
な
ど
と
、
開
門
㍍
化
し
た
 
 

パ
ル
プ
を
用
い
た
祇
掴
む
つ
 
 

n
酷
 
 

十てモ∴   

便
朋
済
み
紙
ぉ
む
つ
 
 

の
リ
サ
イ
ク
ル
エ
甥
 
 
 

．
 

・
・
 
 

ト
J
 
 
 

闇
鴫
丸
 
芭
 

3
i
O
呂
3
∇
社
長
 
 

，
・
 
 
 

・
サ
￥
 
 

謂
輌
 
 

＝
長
武
志
氏
▽
醐
丑
＝
D
l
年
 
 

1
1
月
▽
田
端
企
＝
1
倍
2
0
 
 

0
万
円
▽
従
軍
＝
＝
1
2
人
 
 
 

の
開
発
を
泥
め
る
。
す
 
 

で
に
試
作
n
M
は
完
成
し
 
 

て
お
り
「
パ
ル
プ
を
安
 
 

定
生
産
で
き
れ
は
、
紙
 
 

お
む
つ
を
刑
兢
で
き
 
 

る
」
 
〔
同
）
と
い
う
。
 
 

ま
た
6
月
か
ら
は
土
 
 

壌
改
良
材
を
使
っ
て
綿
 
 

花
漑
恨
も
始
め
た
。
 
 

「
市
民
と
一
掃
に
紺
花
 
 

を
栽
培
し
揮
購
な
ど
を
 
 

つ
く
れ
は
、
循
環
型
社
 
 

会
の
見
本
に
な
る
」
 
 

（
同
）
と
麿
試
込
ん
で
 
 

い
る
。
 
 

（
西
部
・
赦
田
門
哺
）
 
 

∇
本
社
＝
稲
田
柿
間
 
 

皐
区
、
0
9
2
・
4
3
 
 


